
カサ・ヴァルマンニャは修復され、マシア大統領を偲ぶための
「民主的記憶の空間ネットワーク」の拠点となる。
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カタルーニャ州政府は、文化・司法・権利・記憶省を通じて、リェイダ州議会は、イレルデンツ研究所（IEI）を通じて、そしてアルカ
ラス市議会は、バルマンニャ邸を取得し、その再生を確実にするための協定に署名する。ナタリア・ガリーガ文化大臣は、この協定により
「バルマーニャ邸をマシア大統領の思い出の空間、共和国の思い出の空間として位置づけることが可能になる」と説明し、関係機関すべて
の関与に感謝した： 「私たち行政が協力し、地元と国の両方のニーズを理解することで、このような良い取引が実現するのです」。

IEIの副会長であるエステファニア・ルファック氏は、「3年前、リェイダ州議会は、カサ・バルマンニャという国のシンボルを保存す
るために、州議会および市議会との協定の必要性を説き、緊急時でありながらも、長期的に維持する意志を持った活動を推進した。3年後、
私たちが提案した作戦を実行に移し、マシア・デ・レ・ボルヘスやカンパニーズ・デル・タロスですでに行っているように、新しい世代に
カタルーニャの歴史を知ってもらうことができるようになったことをうれしく思います」。

アルカラス市長のジェラール・カンパニェスは、カタルーニャの歴史において、またその最も偉大な人物の一人であるマシア大統領の歴史
において、バルマーニャが意味するものの重要性を強調した。「バルマーニャが思い出の空間となることは、行政当局の理解の賜物であり、
その支援と献身に感謝したい」とカンパニーズ氏は付け加え、「アルカラス住民のために費用がかかることはない」と強調した。

協定により、文化省とリェイダ州議会は、92万ユーロをアルカラス市議会に寄付することを約束した。第一に、建物の劣化を食い止め、
人々の安全を確保するために、すべての建物を緊急修理すること、第二に、母屋と中庭の屋根とスラブの修復と構造強化、外壁と囲いの修
復と再生、周辺環境の適合を行うことである。

同協定において、アルカラース市議会は、民主的な記憶、特に第二共和制、共和政、内戦の時代に関する知識の回復、記念、促進を監督す
る司法・権利・記憶省の機関である民主的記念空間ネットワークに従うことを約束する。これにより、アルカラス市議会、特にカサ・バル
マンニャは、マシア大統領のように、国の重要な出来事や人物を説明する自治体のネットワークの一部となる。このネットワークに参加す
ることで、この地域の看板や、教育・情報提供活動などが展開され、マシア大統領の仕事と生涯に関する知識が強化されるとともに、記念
遺産の地域的なダイナミズムにも貢献することになる。

カサ・ヴァルマーニャ、マシア・ラマルカ家の住居

元々、ヴァルマーニャ邸は17世紀に建てられたカルトゥジオ会の建物で、セグリア地方では数少ないマナーハウスの一つでした。19世
紀末から、マキア・ラマルカ家の邸宅として使用されるようになりました。この邸宅の所有者であり、フランセスク・マキアの妻であるエ
ウジェニア・ラマルカの父でもあるアガピット・ラマルカが、古いカルトゥーゾの部屋を大改築しました。1936年から1939年の内
戦で放火された後、邸宅の内部は何度も改築が繰り返された。2008年、アルカラース市議会は、この邸宅を地方重要文化財（BCIL）
に指定したが、邸宅の購入と修復には多額の投資が必要なため、これまで邸宅の保存と普及に責任を持つことができなかった。

サルベム・カサ・バルマンニャのプラットフォームが、この建物を国益文化財（BCIN）に指定するために提出した高さに関する申し立
てに関して、文化省は、バルマンニャ邸を「歴史的建造物」のカテゴリーでBCINに指定することが可能であると考えるカタルーニャ研
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究所の技術報告書を要求した。文化省は本日、サルベム・バルマンニャ・プラットフォームに対し、高さに関する訴えの解決は継続中であ
るが、この点について通知した。
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